
事業実施状況

次年度事業予定等

資料４

令和元年度地域における
薬剤師・薬局の機能強化及び調査検討事業





2019年8月 ・課題・実態把握のためのアンケート調査実施

2019年9月 ・第１回徳島県薬剤師・薬局機能強化及び

多職種連携対策協議会（以下「協議会」）開催

2019年10月 ・医師・薬剤師・看護師・ケアマネジャー等を

対象に「ポリファーマシー対策研修会」を開催

2019年11月 ・県民を対象に「くすりと健康フェア」において

市民公開講座とお薬相談会を開催

令和元年度事業実施状況



2019年10月～12月 ・「多職種連携シート（案）」の検討

2019年12月 ・第２回協議会開催

2020年1月～2月 ・「多職種連携シート（案）」のお試し活用・修正

・雑誌・新聞による県民への周知

2020年1月～3月 ・啓発用パンフレットの作成

・「お薬相談バッグ」の作成・配布

・「多職種のための医薬品適正使用

マニュアル」作成

・「多職種連携シート」作成

2020年３月 ・第３回協議会開催

令和元年度事業実施状況



次年度事業について

◆「多職種連携シート」を県下全域で活用

多職種への周知・活用方法の説明

・関係団体における研修の場を活用

・関係団体ホームページ

・関係団体広報誌など



次年度事業について

◆多職種連携による対策協議会の継続

◆「多職種のための医薬品適正使用

マニュアル」を用いた症例検討会，

内容の追加検討等

◎認定薬局等

整備支援に関すること



医薬品医療機器法の改正に
ついて
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薬剤師の業務に関する規定の見直し －対人業務の充実－

（平成30年度「かかりつけ薬剤師・薬局に関する調査」の薬局調査より）

●調剤後に患者情報を継続的に把握する取組を行っていて良かったこと

処方内容のチェック（重複投与・飲み合わせ）、処方提案

調剤時の情報提供、服薬指導

調剤後の継続的な服薬指導、服薬状況等の把握

服薬状況等の処方医等へのフィードバック

在宅訪問での薬学的管理

主な対人業務

処方箋受取・保存

調製(秤量、混合、一包化)

薬袋の作成

監査（交付する薬剤の最終チェック）

薬剤交付

在庫管理

主な対物業務

0.6

1.7

1.4

32.6

72.9

82.6

43.5

無回答

特に良かったことはない

その他

次回の処方内容が変更になった

患者の服薬状況に応じて、飲み方の工夫などを
指導し、アドヒアランスが向上した

残薬解消につながった

副作用の早期発見ができた

％
0 20 40 60 80 100

（有効回答数：1940件）

（複数回答可）

調剤時に加えて、調剤後の服薬指導、継続的な服
薬状況等の把握も義務として規定

努力義務として規定
（医療法においても、医師から薬剤師等に対して同様の規定あり）



○ 薬剤師・薬局を取り巻く状況が変化する中、患者が自身に適した薬局を選択できるよう、以下の機能を有すると認められる薬局に
ついて、都道府県の認定により名称表示を可能とする。

・入退院時の医療機関等との情報連携や、在宅医療等に地域の薬局と

連携しながら一元的・継続的に対応できる薬局（地域連携薬局）

・がん等の専門的な薬学管理に関係機関と連携して

対応できる薬局（専門医療機関連携薬局）

地域連携薬局 専門医療機関連携薬局

診療所

介護施設

在宅訪問

医療機関

（入院施設）

他薬局

地域連携薬局

患者宅

他医療提供施設と
情報連携

入退院時における
患者の服薬状況等の

情報連携

特定の機能を有する薬局の認定
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〔主な要件〕
・関係機関との情報共有（入院時の持参薬情報の医療機関への提供、退院時カ
ンファレンスへの参加等）
・夜間・休日の対応を含めた地域の調剤応需体制の構築・参画
・地域包括ケアに関する研修を受けた薬剤師の配置
・在宅医療への対応（麻薬調剤の対応等） 等

〔主な要件〕
・関係機関との情報共有（専門医療機関との治療方針等の共有、患者が利
用する地域連携薬局等との服薬情報の共有等）
・学会認定等の専門性が高い薬剤師の配置 等

患者のための薬局ビジョンの
「かかりつけ薬剤師・薬局機能」に対応

患者のための薬局ビジョンの
「高度薬学管理機能」に対応

※都道府県知事の認定は、構造設備や業務体制に加え、機能を適切に発揮していることを実績により確認する。このため、１年ごとの更新とする。
認定手続は、既存制度も活用して、極力薬局開設者や認定を行う自治体の負担とならないものとする。

※一般用医薬品等の適正使用などの助言等を通して地域住民の健康を支援する役割を担う「健康サポート薬局」(薬機法施行規則上の制度)については、引き続き推進する。

がん等の専門医療機関

専門医療機関
連携薬局

がん等の専門医療機関
と治療方針等の共有

診療所病院

情報連携

がん等の専門医療以外の医療の場

他薬局


